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衆
議
院
議
員
�
田
節
哉
君
提
出
神
戸
空
港
開
港
に
伴
う
大
阪
湾
上
空
空
域
の
安
全
性
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
の
�
に
つ
い
て

神
戸
空
港
に
係
る
具
体
的
な
飛
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
検
討
の
上
、
設
定
す
る
予
定
で
あ

り
、
現
時
点
に
お
い
て
成
案
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
の
前
提
条
件
は
、
関
西
進
入
管
制
区
内
の
航
空
交
通
の
集
中
時
に
お
け
る
問
題
点
を

抽
出
す
る
た
め
に
、
関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
出
発
機
並
び
に
両
空
港
の
到
着
機
の
時
間
当
た
り
最
大
の
航
空

交
通
量
を
通
常
の
ダ
イ
ヤ
よ
り
も
高
く
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
空
港
の
出
発
機
の
合
計
及
び
到
着
機
の
合
計
を
一
時
間

当
た
り
そ
れ
ぞ
れ
五
十
一
機
及
び
四
十
機
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
時
の
直
近
（
平
成
十
二

年
二
月
一
日
か
ら
七
目
ま
で
）
の
七
日
間
の
平
均
値
に
お
け
る
関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
出
発
機
が
最
も
多
い

時
間
帯
に
お
け
る
両
空
港
の
出
発
機
の
合
計
並
び
に
両
空
港
の
到
着
機
が
最
も
多
い
時
間
帯
に
お
け
る
両
空
港
の
到
着
機
の

合
計
は
、
一
時
間
当
た
り
そ
れ
ぞ
れ
二
十
九
・
七
機
及
び
二
十
六
・
四
機
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価

一



に
お
い
て
は
、
近
隣
の
空
港
（
八
尾
空
港
、
高
松
空
港
、
松
山
空
港
、
岡
山
空
港
及
び
徳
島
飛
行
場
）
に
係
る
出
発
機
及
び

到
着
機
も
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
飛
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
に
お
け
る
も
の

は
、
到
着
機
の
管
制
が
難
し
く
な
る
南
風
時
に
運
用
さ
れ
る
も
の
を
採
用
し
て
お
り
、
神
戸
空
港
に
お
け
る
も
の
は
、
西
側

か
ら
の
到
着
及
び
西
側
へ
の
出
発
と
す
る
も
の
を
仮
の
も
の
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

当
該
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
関
西
進
入
管
制
区
に
係
る
今
後
の
飛
行
経
路
の
運
用
方
法
等
の
改

善
の
た
め
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

関
西
国
際
空
港
と
大
阪
国
際
空
港
等
の
よ
う
に
空
港
が
近
接
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
係
る
飛
行
経
路
が
一
部
競
合
し
て
い
る
場

合
に
は
、
関
西
国
際
空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
管
制
所
の
よ
う
に
同
一
の
管
制
所
に
お
い
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
レ
ー
ダ
ー
管
制
業
務

を
広
域
一
元
的
に
行
う
こ
と
が
、
空
域
の
有
効
利
用
及
び
管
制
業
務
の
効
率
的
運
用
、
更
に
は
航
空
交
通
の
安
全
性
の
確
保

に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
評
価
に
参
加
し
た
管
制
官
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
関
西
進
入
管
制
区
に
係
る
今
後

の
飛
行
経
路
の
運
用
方
法
等
の
改
善
に
係
る
検
討
に
お
い
て
、
参
考
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二



一
の
�
に
つ
い
て

一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
神
戸
空
港
に
係
る
具
体
的
な
飛
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
成
案
を

得
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
仮
に
将
来
、
低
高
度
で
飛
行
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
地
表
、
水
面
等
か
ら
の

必
要
な
高
度
を
確
保
す
る
飛
行
経
路
を
設
定
す
る
等
に
よ
り
、
航
空
交
通
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

神
戸
空
港
の
離
着
陸
に
係
る
管
制
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
航
空
交
通
の
安
全
性
が
確
保
で
き
る
よ
う
国
の
責
任
に
お
い
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
乗
降
客
者
数
は
、
全
国
の
空
港
全
体
の
そ
れ
の
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
今

後
と
も
着
実
に
両
空
港
の
背
後
圏
に
お
け
る
航
空
需
要
は
増
大
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
関
西
国
際
空
港
は
国
際
線
及
び
国
内
線
の
基
幹
空
港
と
し
て
、
大
阪
国
際
空
港
は
国
内
線
の

基
幹
空
港
と
し
て
、
神
戸
空
港
は
神
戸
市
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
国
内
航
空
需
要
に
対
応
し
た
空
港
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

三



機
能
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
神
戸
空
港
に
係
る
具
体
的
な
飛
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
成
案
を

得
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
仮
に
将
来
、
関
西
国
際
空
港
と
神
戸
空
港
に
係
る
飛
行
経
路
が
一
部
競
合
す
る
よ
う
な
こ
と
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
港
の
離
発
着
機
に
悪
い
影
響
を
生
じ
な
い
よ
う
広
域
一
元
的
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
レ
ー
ダ

ー
管
制
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
大
阪
国
際
空
港
の
離
発
着
機
に
つ
い
て
は
、
大
阪
国
際
空
港
及

び
神
戸
空
港
の
位
置
関
係
か
ら
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

関
西
国
際
空
港
、
大
阪
国
際
空
港
及
び
神
戸
空
港
の
三
空
港
の
運
営
が
本
格
化
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
関
西
国
際
空
港

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
管
制
所
に
お
い
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
レ
ー
ダ
ー
管
制
業
務
を
広
域
一
元
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
航
空
交
通
の

安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
神
戸
空
港
の
需
要
予
測
は
、
平
成
七
年
度
に
神
戸
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
方
法
に
つ
い

四



て
は
将
来
の
経
済
成
長
率
の
見
込
み
、
他
交
通
機
関
と
の
競
合
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
推
計
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

御
指
摘
の
三
空
港
に
お
け
る
需
要
の
分
担
の
割
合
と
根
拠
を
含
め
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
一
年
度
ま
で
の
国
内
航
空
旅
客
数
の
関
西
圏
に
お
け
る
年
平
均
増
加
率
は
全
国
の
そ
れ

（
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
上
回
る
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
神
戸
市
に
お
い
て

は
現
時
点
で
神
戸
空
港
の
需
要
予
測
を
見
直
す
考
え
は
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

昭
和
五
十
九
年
八
月
二
十
八
日
閣
議
決
定
の
「
環
境
影
響
評
価
の
実
施
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
神
戸
市
に
お
い
て
、
平

成
七
年
十
月
か
ら
平
成
八
年
五
月
ま
で
の
間
、
飛
行
場
設
置
に
係
る
環
境
影
響
評
価
を
実
施
し
環
境
影
響
評
価
書
を
作
成
し

た
が
、
こ
の
中
で
、
航
空
機
騒
音
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
空
港
島
を
除
く
陸
域
で
は
、
専
ら
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域
に

適
用
さ
れ
る
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
上
限
値
（
七
＋
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
）
を
超
え
る
地
域
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
電
波
障
害
に
つ
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
神
戸
市
に
お
け
る
検
討
の
結
果
で
は
、

神
戸
空
港
離
発
着
機
に
よ
る
障
害
は
発
生
し
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
万
一
、
開
港
後
に
障
害
が
確
認
さ
れ
れ
ば
中
継
局
の
強

化
、
共
同
受
信
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
等
適
切
な
対
応
を
講
ず
る
予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

五



三
の
�
に
つ
い
て

一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
神
戸
空
港
に
係
る
具
体
的
な
飛
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
土
交
通
省
に
お

い
て
検
討
の
上
、
設
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
成
案
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
関
西
国
際
空
港
二
期
工
事
完
成
後
の
東
京
国
際
空
港
－
関
西
国
際
空
港
間
の
飛
行
経
路
及
び
飛
行
時
間
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
基
本
的
に
は
現
状
と
同
様
の
も
の
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

六


